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　４月は鉢物の需要期であるが、今年は新型コロナウイルスの影響により売上が低迷し、
生産者は母の日の販売動向を不安視していた。しかし、５月に入ると鉢物の動きが良くな
り、４月の不振を巻き返す形となった。

　中でも母の日商戦では、田原市内の道の駅で、地元産の鉢物をインターネット販売によ
り全国へ届ける取組みが行われ、大いに活気づいていた。

　新型コロナウイルスの影響をうけ、４月の時点では販売先から多くの注文キャンセルが
あったが、５月に入ると、「STAY　HOME」の混乱は少し落ち着き、自宅で花を楽しもうと
する人が増えた。ガーデニング素材や家に飾る鉢物の需要が増えたことで、生産現場では
通販事業の飛び入り注文が多く入るなど、嬉しい対応に追われていた。

　また、道の駅「田原めっくんはうす」では、インターネット販売事業を開始し、市内で
生産されたアジサイやポットカーネーション、切り花を全国に発送できるようになった。
この取組みは大きな反響を呼び、全国各地からの注文が相次いだ。特に母の日商戦は好調
で、人気品種では品切れも発生するほどであった。

　農業改良普及課では、インターネット販売を新たな販路開拓方法のひとつとして、生産
者に周知していく。
　

　

今月の管内農業情報  （ 田原農業改良普及課 ）

５月の農業情報

コロナに負けない！！田原の鉢物～母の日商戦！！
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